
三島
川之
江港
を出航

するコンテナ船

権現トンネル
（中之

庄町）
付近
から
撮

影

大阪-新居浜間の定期船（大正11年）
「伊予三島市史」より

村松埋立地（昭和 56 年）
「伊予三島のくらし」より

RO-RO
船「第

六はる丸」

画像提供　大王海運（株）

荷役能
力

四
国

最
大

級！ ガントリー
ク

レ
ー

ン

外航船入港数
四国No.1四国No.1

チップ輸入量
日本一日本一

輸入貨物量
愛媛No.1愛媛No.1

を知ろうを知ろう三島川之江港三島川之江港

港
の
シ
ン
ボ
ル
「
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
」

停
泊
す
る
大
型
船
や

積
み
上
げ
ら
れ
た
色
と
り
ど
り
の
コ
ン
テ
ナ

海
と
山
が
近
い
本
市
で
は
、

海
に
行
け
ば
そ
の
雄
大
さ
を

山
に
行
け
ば
そ
の
壮
大
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
特
集
は
、

「
紙
の
ま
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
」
18
年
連
続
日
本
一
を

海
の
玄
関
口
と
し
て
支
え
続
け
る

「
三
島
川
之
江
港
」
の
発
展
の
歴
史
や
役
割
、

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

暖
か
く
な
っ
た
ら
、

港
の
景
色
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

春休み春休み直前企画直前企画
コンテナ取扱数 四国四国 No.1No.1

木
材
チ
ッ
プ

石
炭

その他

27％
63％

10％

三島川之江港
取扱貨物構成
[輸入 ]

輸入

移入

輸出

移出

古古
く
か
ら
阿
波
・
土
佐
・
讃
岐

を
つ
な
ぐ
各
街
道
が
集
結
し
、

人
や
物
資
が
多
く
行
き
交
う
場
所
で

あ
っ
た
こ
の
地
域
は
、
千
年
以
上
前

か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

江江
戸
時
代
中
期
に
四
国
山
地
に
近

い
山
間
の
数
戸
か
ら
始
ま
っ
た

手
漉
き
和
紙
は
、
や
が
て
こ
の
地
域

の
地
場
産
業
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
は
県
下
を
代
表
す
る
紙

ど
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
が
、
原
料
で

あ
る
三み

つ
ま
た椏
の
確
保
が
難
し
く
な
る
と
、

蒸
気
船
を
使
い
鳥
取
か
ら
仕
入
れ
る

ル
ー
ト
を
開
拓
。
大
正
時
代
に
は
、
定

期
船
が
日
に
４
～
６
便
寄
港
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

三島川之江港には、毎年 5000 隻
近い船が入港。海外からの「輸入」
と海外への「輸出」、国内からの「移
入」と国内への「移出」が行われ
ています。

本市は、海や陸から運び込まれた
原材料を使い、5109 億円もの紙
関連製品を生み出す「日本一の紙
のまち」です。
（2022 年経済構造実態調査）

三島川之江港には、週に 16 便も
のコンテナ船が入港しています。

海外からはパルプや不織布など
が、国内からは古紙パルプの原料
となる古紙や製紙の工程で使用す
る薬品などが運び込まれ、紙おむ
つなどの紙製品に加工された後、
国内外に輸出・移出されています。

大大
正
初
期
か
ら
始
ま
っ
た
機
械
抄

き
和
紙
の
生
産
に
よ
り
、
当
地

の
製
紙
産
業
は
更
に
発
展
。
海
上
輸

送
の
役
割
も
大
き
く
な
り
、
港
湾
の

改
修
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
戦
後
、

洋
紙
生
産
へ
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
本

市
の
製
紙
産
業
。
高
度
経
済
成
長
で
紙

の
消
費
量
が
急
激
に
高
ま
る
と
、
原

年間 5000 隻！年間 5000 隻！

三島川之江港に輸入される貨物の
6割以上が、紙の原料の「木材チッ
プ」です。年間100隻を超えるチッ
プ専用船が入港しています。

岸壁に着岸したチップ船から、隣
接する工場のチップヤードに移さ
れたチップは、パルプ化、紙製品
化され、入港した岸壁とは反対側
の岸壁から移出されていきます。

輸入の6割がチップ輸入の6割がチップ

コンテナ船もたくさんコンテナ船もたくさん

貨物を積んだトラックやトレー
ラーの荷台部分をそのまま輸送で
きる「RO-RO船」が、週に6便就航。
宇野港（岡山）、堺泉北港（大阪）、
和歌山下津港※、千葉港を結んで
います。※和歌山下津港は週１回寄港

陸路に比べ、CO2 の排出や運転手
の時間外労働が軽減できるRO-RO
船は、「カーボンニュートラル」
や「物流の 2024 年問題」への解
決策としても注目されています。

RORO--RO船が就航RO船が就航

三島川之江港三島川之江港ってこんなトコ

料
の
木
材
チ
ッ
プ
が
国
内
だ
け
で
は

賄
え
な
く
な
り
、
海
外
か
ら
の
輸
入

へ
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
す
。
大
型
の

チ
ッ
プ
専
用
船
が
入
港
で
き
る
よ
う
、

港
湾
施
設
の
整
備
が
進
み
、
昭
和
44

年
に
外
国
と
の
貿
易
が
可
能
と
な
る

「
開
港
」
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
そ

し
て
昭
和
46
年
に
は
、
日
本
の
産
業

政
策
上
、
重
要
性
の
高
い
港
湾
で
あ

る「
重
要
港
湾
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

高高
度
経
済
成
長
の
一
方
で
、
大
気

汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
の
公
害

が
日
本
各
地
で
発
生
。
こ
の
地
域
で

も
問
題
化
し
、
環
境
保
全
と
産
業
振

興
の
両
立
を
目
指
し
て
、
臨
海
部
の

埋
め
立
て
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

四四
国
高
速
道
路
の
整
備
に
よ
り

「
エ
ッ
ク
ス
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
の

結
節
点
と
な
っ
た
本
市
は
、
各
県
の

県
庁
所
在
地
へ
の
良
好
な
ア
ク
セ
ス

を
強
み
に
、
四
国
屈
指
の
物
流
拠
点

に
な
り
ま
し
た
。
陸
上
交
通
の
発
展

と
地
場
産
業
の
発
展
を
背
景
に
、
三

島
川
之
江
港
の
取
扱
貨
物
量
は
増
加
。

入
港
す
る
船
舶
の
大
型
化
や
貨
物
の

コ
ン
テ
ナ
化
が
進
み
ま
し
た
。
そ
の

一
方
で
、
岸
壁
不
足
の
た
め
に
大
型

船
が
着
岸
で
き
ず
、
滞
船
（
沖
待
ち
）

が
発
生
す
る
な
ど
、
三
島
川
之
江
港

の
能
力
は
限
界
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

ここ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た

め
、
平
成
14
年
度
か
ら
「
金
子

地
区
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
の
整
備

に
着
手
。
平
成
27
年
３
月
に
供
用
を

開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
コ
ン
テ

ナ
を
安
全
か
つ
効
率
的
に
積
み
下
ろ

し
す
る
た
め
、
四
国
最
大
級
の
荷
役

能
力
を
有
す
る
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー

ン
を
整
備
。
今
で
は
三
島
川
之
江
港

の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

産業を育て 産業に育てられた港産業を育て 産業に育てられた港「「三島川之江港三島川之江港」」

RO-RO（Roll On-Roll Off）船
フェリーのようにランプ（斜路）を備え、トレーラー
などの車両を収納する車両甲板を持つ貨物船



interview

ココココがスゴイスゴイ！
三島川之江港の

三島川之江港
582万トン

海上出入貨物
[輸入 ]
愛媛県

1096万トン

新居浜港
269万トン

東予港
158万トン

松山港
68万トン

今治港
19万トン

300万トン

三島川之江港 新潟港 衣
（愛知県）
浦港 八

（青森県）
戸港 岩

（山口県）
国港

200万トン

100万トン

0

三島川之江港

東予港

松山港

高松港

新居浜港

100隻0 200隻 300隻 400隻

三島川之江港

東予港

松山港

高松港

新居浜港

0 10万個8万個6万個4万個2万個

53％25％

14％
6％ 2％

画像提供　ホシノコンテナ販売

20フィートコンテナ

令和４年中に海外から三島川之江港
に輸入された木材チップの量は 365
万トン。
三島川之江港は、日本に輸入される木
材チップの約 14％を取り扱う、日本
一の港です。

令 和 ４ 年 中 に 三 島 川 之 江 港 が 取 り
扱った輸入貨物の量は 582 万トン。
県内にある重要港湾が取り扱った輸
入貨物のうち、半分以上が三島川之江
港に入港したものです。

数値は全て「令和４年 港湾統計」（国土交通省 HP）より

国土交通省
四国地方整備局 次長
森 信哉 さん
1966 年　京都府出身
1991 年 4月　運輸省（現国土交通省）入省
関東地方整備局港湾空港部長や鉄道局安全
監理官、同施設課長など、数々の要職を歴任。
2023 年 7月から現職。

欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の

欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の　

　

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本

で
、
海
外
と
交
易
す
る
と
き
は
、

必
ず
港
か
空
港
を
通
り
ま
す
。

こ
れ
だ
け
で
も
、
港
が
い
か
に

重
要
な
施
設
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

特
に
四
国
は
、
全
国
的
に
見

て
も
海
上
物
流
の
比
率
が
高
く
、

ま
た
、
今
な
お
多
く
の
生
活
航

路
が
残
っ
て
い
る
地
域
で
す
。

四
国
の
人
た
ち
に
と
っ
て
港
は
、

「
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
」
だ
と

言
え
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
意
識
し

た
上
で
、
港
の
整
備
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
四
国
地

方
整
備
局
の
役
割
で
す
。

三
島
川
之
江
港
か
ら

三
島
川
之
江
港
か
ら

日
本
を
元
気
に

日
本
を
元
気
に　

　

愛
媛
県
東
予
地
域
は
、
工
業

の
集
積
地
と
し
て
四
国
の
経
済

を
支
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
紙
製
品
を
始
め
と
す
る
多
く

の
貨
物
を
取
り
扱
う
三
島
川
之

江
港
は
、
四
国
の
中
で
も
最
も

重
要
な
港
の
一
つ
で
す
。

　

Ｒ
Ｏ-

Ｒ
Ｏ
船
と
コ
ン
テ
ナ

船
が
就
航
し
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
、
多
く
の
コ
ン
テ
ナ
を
取

り
扱
え
る
こ
と
が
三
島
川
之
江

港
の
強
み
で
す
。

　

更
に
、
エ
ッ
ク
ス
ハ
イ
ウ
ェ

イ
と
上
手
く
つ
な
が
る
こ
と
で
、

四
国
の
物
流
を
大
き
く
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
港
で
す
。
物
流

の
拠
点
に
は
、
そ
の
受
け
皿
と

な
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
・
企
業

が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り

四
国
中
央
市
、
ひ
い
て
は
四
国

を
発
展
さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い

る
港
だ
と
言
え
ま
す
。

　

四
国
地
方
整
備
局
で
は
、
四

国
を
元
気
に
す
る
こ
と
で
日
本

を
元
気
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
の
武
器
と
な

る
三
島
川
之
江
港
に
は
、
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

四
国
を
助
け
ら
れ
る
港
へ

四
国
を
助
け
ら
れ
る
港
へ

　

40
年
以
内
に
９
割
の
確
率
で

発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
関
東
地

方
か
ら
九
州
地
方
に
か
け
て
、

広
範
囲
に
被
害
が
発
生
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
全
国
か
ら
支
援
が
す

ぐ
に
四
国
に
届
け
ら
れ
る
こ
と

は
難
し
く
、
四
国
の
中
で
助
け

合
う
こ
と
を
考
え
て
お
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
も
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
三
島
川
之
江
港
に
は
、
巨

大
地
震
に
備
え
た
港
に
な
る
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。
四

国
を
助
け
ら
れ
る
三
島
川
之
江

港
、
四
国
中
央
市
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

私
と
三
島
川
之
江
港

私
と
三
島
川
之
江
港

　　

私
が
幼
稚
園
の
頃
、
大
阪
商

船
三
井
船
舶
株
式
会
社
（
現　

株
式
会
社
商
船
三
井
）
で
航
海

士
を
し
て
い
た
父
が
、
チ
ッ
プ

専
用
船
「
大
王
丸
」
に
乗
船
し
、

世
界
各
国
か
ら
三
島
港
（
現　

三
島
川
之
江
港
）
に
木
材
チ
ッ

プ
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

父
の
乗
る
大
王
丸
が
帰
港
す

る
と
き
は
、
住
ん
で
い
た
大
阪

か
ら
列
車
と
連
絡
船
を
乗
り
継

い
で
、
母
と
一
緒
に
三
島
港
ま

で
会
い
に
来
て
い
ま
し
た
。
伊

予
三
島
駅
で
列
車
を
降
り
、
空

き
地
を
抜
け
て
港
ま
で
行
っ
た

こ
と
、
大
阪
商
船
三
井
船
舶
の

特
徴
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ン

ネ
ル
（
煙
突
）
の
大
き
な
船
が

停
泊
し
て
い
た
こ
と
、
タ
ラ
ッ

プ
を
登
っ
て
船
に
乗
っ
た
こ
と

を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
入
省
し
た
時
か
ら
、「
思
い
入

れ
の
あ
る
三
島
川
之
江
港
に
関

わ
る
日
が
い
つ
か
来
る
だ
ろ
う
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
50
歳

を
過
ぎ
て
よ
う
や
く
そ
の
機
会

が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な

ふ
う
に
、い
ろ
ん
な
思
い
を
持
っ

て
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
ラ
ッ
キ
ー
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
ご
縁
の

あ
る
私
が
、
三
島
川
之
江
港
の

お
役
に
立
て
れ
ば
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

教えてください 港港のことのこと
この人にお聞きしました

令 和 ４ 年 中 に 三 島 川 之 江 港 が 取 り
扱ったコンテナ貨物の数は、標準的な
20 フィートコンテナ 10 万８千個分。
三島川之江港は、四国にある重要港湾
の中で、コンテナを最も多く取り扱う
港です。

令和４年中に外国から三島川之江港
に入港した船舶は 463 隻。
三島川之江港は、四国にある重要港湾
の中で、外航船が最も多く入港する港
です。

チップ輸入量 チップ輸入量 日本一日本一

輸入貨物量 輸入貨物量 愛媛愛媛No.1No.1

外航船入港数 外航船入港数 四国No1四国No1

コンテナ取扱数 コンテナ取扱数 四国No.1四国No.1

　

現
在
、
物
流
業
界
で
は
、
環
境

負
荷
の
低
減
や
運
転
手
不
足
、
時

間
外
労
働
の
軽
減
の
た
め
、ト
ラ
ッ

ク
に
よ
る
貨
物
輸
送
を
鉄
道
や
船

舶
に
切
り
替
え
る
「
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
背
景
に
、
今
後
、
更
な

る
貨
物
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
三
島
川
之
江
港
で
す
が
、
荷
捌

き
地
の
不
足
や
移
送
ル
ー
ト
に
も

な
っ
て
い
る
国
道
11
号
の
慢
性
的

な
渋
滞
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
本

市
で
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
臨

港
道
路
の
整
備
を
国
や
県
に
要
望

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
港
湾
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
み
な
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
Ｒ
Ｏ-

Ｒ
Ｏ
船
見

学
」
や
「
み
な
と
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」(

２
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

を
産
業
祭
に
合
わ
せ
て
実
施
。
出

前
講
座
「
港
と
共
に
発
展
し
た
ま

ち
四
国
中
央
市
」
も
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
、
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
港
湾
課

　
28
・
６
０
３
６

出
前
講
座
あ
り
ま
す 

↓

三
島
川
之
江
港

三
島
川
之
江
港
をを

　　
も
っ
と

も
っ
と
便
利
便
利
にに

　
　
　
　
も
っ
と

も
っ
と
身
近
身
近
にに
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